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平
成
23
年
第
４
回
議
会
定
例
会
が
９
月
５
日
か
ら
８
日
ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
本
会
議
で
は
、
町
長
提
出
の
補
正
予
算
、
決
算
認
定
な
ど
12
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決

し
、
５
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
30
日
に
は
改
選
後
の
初
議
会
（
第
５
回
議
会
臨
時
会
）
が
開
催
さ
れ
、
議
会
構

成
と
町
長
提
出
の
２
議
案
な
ど
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
の
概
要

歳
入
歳
出
と
も
に
前
年
度
を

２
％
上
回
る

　

一
般
会
計
は
53
億
７
１
４
５
万

円
、
特
別
会
計
は
５
会
計
合
わ
せ

て
27
億
９
５
２
１
万
円
で
総
合
計

81
億
６
６
６
６
万
円
の
歳
出
決
算

と
な
り
前
年
度
を
１
億
４
９
０
９

万
円
（
２
％
）
上
回
り
ま
し
た
。

　

一
方
歳
入
で
は
、
一
般
会
計

56
億
７
３
８
９
万
円
、
特
別
会
計

29
億
８
５
４
５
万
円
で
総
合
計
86

億
５
９
３
４
万
円
と
な
り
前
年
度

を
２
億
３
４
８
万
円
（
２
％
）
上

回
り
ま
し
た
。

平成23年
第４回 定例会

平成22年度決算

81億６千万円６会計歳出総額

歳 入

歳 出

町税
21億 7,227 万円

地方交付税
11 億 124 万円

国庫支出金
5億 4,400 万円

町債（借金）
4億 5,732 万円

県支出金
3億 5,832 万円

諸収入
2億 9,759 万円

地方消費税交付金
1億 4,972 万円

その他
5億 9,343 万円

民生費
19 億 9,031 万円

総務費
8億 9,638 万円

土木費
6億 2,012 万円

教育費
5億 8,371 万円

公債費（借金）
5億 862 万円

衛生費
3億 8,392 万円

消防費
2億 2,145 万円

議会費
6,326 万円

商工費
4,782 万円 労働費

3,443 万円
農林水産業費
2,143 万円

歳入合計　56億7,389万円歳入合計　56億7,389万円

歳出合計　53億7,145万円歳出合計　53億7,145万円

一
般
会
計
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監
査
委
員
審
査
意
見
書

　

６
月
29
日
と
７
月
27
日
か
ら

８
月
５
日
ま
で
の
延
べ
６
日
間

に
わ
た
り
決
算
審
査
が
実
施
さ

れ
た
。
関
係
諸
帳
簿
な
ど
を
照

合
審
査
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も

関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
計
数
は
正
確

で
適
正
な
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
主
な
財
政
指
標
は
次

の
と
お
り
良
く
な
っ
て
き
て
い

る
。

①
財
政
構
造
の
弾
力
性
を

示
す
経
常
収
支
比
率
は
、

84
・
１
％
（
前
年
度
88
・
９

　

％
）
と
前
年
度
比
４
・
８
ポ

イ
ン
ト
良
化
し
て
い
る
も

の
の
、
注
意
を
要
す
る
数
値

75
％
を
超
え
て
お
り
依
然

と
し
て
財
政
構
造
の
硬
直

化
が
懸
念
さ
れ
る
。

②
公
債
費
負
担
比
率
は
、

11
・
４
％
（
前
年
度
13
・
５

　

％
）
と
前
年
度
比
２
・
１
ポ

イ
ン
ト
低
く
な
っ
て
い
る
。

③
財
政
力
指
数
は
、０
・
６
６
８

　

％
（
前
年
度
０
・
６
８
０
％
）

と
ほ
ぼ
前
年
度
並
で
あ
る
。

会　計　名 区　分 平成 22年度 平成 21 年度 比　　較

国民健康保険特別会計

歳　入 20億 3,025 19 億 7,732 5,293

歳　出 19 億 0,815 18 億 5,518 5,297

差　引 1億 2,210 1 億 2,214 △ 4

老人保健医療特別会計

歳　入 2,866 5,876 △ 3,010

歳　出 2,866 3,055 △ 189

差　引 0 2,821 △ 2,821

後期高齢者医療特別会計

歳　入 1億 3,924 1 億 3,580 344

歳　出 1億 3,451 1 億 3,157 294

差　引 473 423 50

下水道事業特別会計

歳　入 6億 3,728 6 億 4,851 △ 1,123

歳　出 6億 0,096 6 億 2,298 △ 2,202

差　引 3,632 2,553 △ 1,079

上水道事業会計

収　益 1億 5,002 1 億 5,031 △ 29

費　用 1億 2,293 1 億 3,421 △ 1,128

純利益 2,709 1,610 1,099

特別会計歳入歳出決算額の比較 （単位：万円）

区　分 平成 22年度末現在高 平成 21年度末現在高 比　較

基金（貯金） 33億 6,041 30 億 7,195 2 億 8,846

町債（借金） 58 億 0,597 57 億 7,083 3,514

基金（預金）は増加となる （単位：万円）基金・町債の比較

区　　分 平成 22年度 平成 21 年度 平成 20 年度 平成 19 年度 平成 18 年度

経 常 収 支 比 率 84.1 88.9 89.9 89.1 88.5

公債費負担比率 11.4 13.5 13.2 12.3 11.7

財 政 力 比 率
（３ヵ年平均） 0.668 0.680 0.683 0.682 0.683

＊経常収支比率…収入に対する経常費（人件費、光熱費等）の比率で、75％を超えていると財政の硬直
化が進んでいる。
＊公債費負担比率…一般財源に占める公債費（借金）の割合で、低いほど財政が安定している。
＊財政力指数…財政上の能力を示す指数をいい、「１」に近いほど財政力が高い。

（％）財政状況
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意
見
事
項

①
各
会
計
の
実
質
収
支

は
、
一
般
会
計
・
特
別
会

計
の
国
民
健
康
保
険
、
後

期
高
齢
者
医
療
、
下
水
道

事
業
と
も
に
黒
字
で
あ

る
が
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
出
金
を
除
い
た
純
計

決
算
で
は
、
特
別
会
計
の

全
て
で
実
質
収
支
が
赤

字
で
あ
る
。
一
般
会
計
の

財
政
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
歳
出
面
に
お
い
て

見
直
す
支
出
が
な
い
か

中
期
的
・
マ
ク
ロ
的
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
②
一
般
会
計
に
つ
い
て
、
自

主
財
源
の
割
合
は
平
成

20
年
度
60
・
06
％
で
あ
っ

た
が
22
年
度
に
は
50
・

09
％
と
落
ち
込
ん
で
い

る
。
そ
れ
は
主
に
地
方

税
、
繰
入
金
の
減
少
で
あ

り
、
地
方
税
の
収
納
率
の

向
上
に
引
き
続
き
努
力

が
必
要
で
あ
る
。

③ 

一
般
会
計
の
固
定
資
産

税
の
過
年
度
分
に
遡
及

す
る
課
税
（
一
部
は
時

効
）
に
加
え
て
、
下
水
道

事
業
特
別
会
計
の
負
担

金
の
過
年
度
分
調
定
が

発
生
し
て
い
る
。
内
部

統
制
機
能
を
整
備
し
て

チ
ェ
ッ
ク
の
出
来
る
体

制
を
望
み
た
い
。

④ 

不
納
欠
損
額
に
つ
い
て
、
町

税
２
、１
２
９
万
円
、
国
民

健
康
保
険
税
８
、４
３
２
万

円
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
19
万
円
、
下
水
道
料

金
２
２
０
万
円
、
ト
ー
タ
ル

で
１
億
８
０
０
万
円
が
計

上
さ
れ
年
々
増
加
傾
向
に

あ
る
。
安
易
に
処
理
す
る

こ
と
な
く
法
令
に
準
拠
し

て
的
確
に
処
理
さ
れ
る
よ

う
担
当
課
共
通
の
問
題
と

し
て
検
討
す
る
な
ど
、
慎

重
に
対
処
さ
れ
た
い
。

⑤ 

上
水
道
事
業
会
計
は
、

　

２
、７
０
９
万
円
の
純
利

益
が
生
じ
健
全
な
る
運

営
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
節
水
傾
向

に
あ
る
中
で
水
需
要
の

減
少
や
配
水
管
の
老
朽

化
に
伴
う
漏
水
拡
大
が

進
む
と
考
え
ら
れ
、
有
収

水
量
に
注
視
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　
　

未
収
金
の
回
収
に
は
引

き
続
き
配
意
し
、
事
業
負

担
の
見
直
し
節
減
に
努

め
て
内
部
留
保
を
増
加

さ
せ
て
経
営
安
定
化
を

図
ら
れ
た
い
。

平成 22年度 平成 21 年度 平成 20 年度 早期健全化基準

実 質 赤 字 比 率 ― ― ― 15.0

連結実質赤字比率 ― ― ― 20.0

実 質 公 債 費 比率 12.8 14.1 13.8 25.0

将 来 負 担 比 率 21.6 37.6 46.3 350.0

注：実質赤字比率及び連結実質赤字比率については、赤字額がないため「―」と表示している。

（単位：％）

維持された財政健全化
　８月５日財政健全化審査が実施された。健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した
書類は、いずれも適正に作成されているものと認められた。
　健全化判断比率については、法令の早期健全化基準と比較すると、いずれも該当しないか大きく下
回っている。

 

地
方
税
法
等
の
改
正
に

　

伴
い
町
条
例
を
整
備

　

寄
付
金
税
額
控
除
の
適
用

限
度
額
の
引
下
げ
及
び
町
税

に
係
る
不
申
告
に
関
す
る
過

料
額
の
上
限
の
引
上
げ
等
を

改
め
ま
し
た
。

 

岐
阜
県
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
規
約
を
整
備

　

組
合
の
事
務
所
の
位
置
及

び
議
会
の
組
織
を
改
め
ま
し

た
。

 

教
育
委
員
に
林
明
夫
氏

を
再
任

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
引
き
続
き
林

明
夫
氏
（
地
下
）
の
任
命
に

同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
４

年
間
で
す
。

健全化判断比率
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審　議　案　件 鈴木 安藤 廣瀬 福井 立川 戸部 井野議長 日比 田中
教育委員会委員の任命同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○
町税条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― × ○
岐阜県市町村職員退職手当組合規約の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○
平成23年度一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○
平成23年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○
平成22年度一般会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― × ○
平成22年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― × ○
平成22年度老人保健医療特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○
平成22年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○
平成22年度下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○
平成22年度上水道事業会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○
非核平和都市宣言の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

第４回議会定例会　議案の審議結果（○…賛成　×…反対）

審　議　案　件 杉本 安藤（哲） 安藤（巌） 鈴木 安藤（浩） 伊藤 立川 戸部議長 井野 日比
監査委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○
平成23年度一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○
行財政改革問題特別委員会設置に関する決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○
議会改革推進委員会設置に関する決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

第５回議会臨時会　議案の審議結果（○…賛成　×…反対）

補
正
予
算

○一般会計補正予算（第２号）
　歳入歳出予算の総額にそれぞれ１億426万円を追加し、52億9,977万円としました。
主な歳出補正

・地域支え合い体制づくり事業（消耗品、備品購入） 253万円
・太陽光発電システム設置補助金（５万円／ kw　上限４kw） 1,000万円
・町道３号線道路改良工事（高屋・芝原線） 7,290万円

住宅用太陽光発電システムの設置費用に５万円補助
町道３号線（高屋・芝原線＝グリーン通り）の道路改良
救急医療情報キット（緊急連絡票）を70歳以上の家庭に配布

主な財源
・国庫支出金 4,193万円
・町債（借金） 3,330万円
・繰越金 2,650万円

○国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
　歳入歳出予算の総額にそれぞれ1,212万円を追加し、20億2,214万円としました。
主な歳出補正

・平成22年度退職者医療交付金過年度清算金 1,181万円
主な財源
・療養給付費交付金繰越金 1,181万円

○一般会計補正予算（第３号）
　歳入歳出予算の総額にそれぞれ148万円を追加し、53億125万円としました。
主な歳出補正

・道路改良事業市町村負担金 100万円
・北方中学校施設改修工事 △100万円
・北方中学校テニスコート整備工事 148万円

主な財源
・繰越金 148万円
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総
務
課
長

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
え
ら
れ

た
多
く
の
防
災
対
策
に
関
す
る

課
題
へ
の
対
応
力
向
上
を
図
る

た
め
、
様
々
な
被
害
へ
の
応
急

対
応
を
訓
練
に
取
り
入
れ
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

訓
練
と
し
て
は
、
自
助
訓
練

（
町
民
一
人
ひ
と
り
が
家
庭
で

で
き
る
）、
共
助
訓
練
（
自
治

会
で
助
け
合
っ
て
行
う
）、
公

助
訓
練（
行
政
と
共
同
で
行
う
）

に
分
け
て
行
い
ま
す
。

濃
尾
地
震
、
東
海
、
東
南

海
、
南
海
地
震
が
30
年
以

内
に
87
％
の
発
生
確
率
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
今
の
防
災
計
画

で
住
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
は

守
れ
る
の
か
。
ど
う
い
っ
た
施

策
を
考
え
て
い
る
か
。

答　
総
務
課
長

　

町
の
地
域
防
災
計
画
は
、
県

の
改
正
計
画
に
則
し
て
定
め
る

必
要
が
あ
り
、
県
の
計
画
が
10

月
を
め
ど
に
見
直
し
さ
れ
る
た

め
、
そ
の
動
向
を
見
て
、
町
の
防

災
計
画
の
修
正
を
図
る
予
定
で
す
。

原
発
事
故
後
、
線
量
計
を

購
入
す
る
と
の
事
で
し
た

が
、
小
中
学
校
等
に
配
備
し
て

測
定
し
、
そ
の
数
値
を
公
表
し

て
欲
し
い
。

答　
総
務
課
長

　

線
量
計
の
購
入
に
つ
い
て
は
、

現
在
メ
ー
カ
ー
の
受
注
待
ち
で

あ
り
ま
す
。
当
町
は
毎
日
計
測

が
必
要
な
ほ
ど
汚
染
が
心
配
さ

れ
る
地
域
で
な
い
た
め
、
ま
ず

は
試
験
的
に
１
台
の
導
入
を
考

え
て
い
ま
す
。
数
値
の
公
表
に

つ
い
て
は
、
慎
重
に
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

乗
降
客
が
少
な
い
穂
積
バ

ス
路
線
の
存
続
と
通
勤
通

学
時
間
帯
の
増
便
の
考
え
は
。

答　
総
務
課
長

　

大
野
穂
積
線
は
大
き
な
赤
字

路
線
と
し
て
運
行
し
て
お
り
、

バ
ス
事
業
者
か
ら
は
来
年
度
廃

止
路
線
と
し
て
考
え
て
い
る
旨

の
報
告
が
あ
り
、
関
係
市
町
と

の
検
討
会
議
が
開
催
さ
れ
、
二

市
二
町
と
も
赤
字
補
て
ん
し
て

で
も
存
続
す
べ
き
と
意
見
の
合

意
が
得
ら
れ
、
今
後
、
負
担
方

法
等
に
つ
い
て
議
会
を
は
じ
め

関
係
市
町
と
協
議
を
行
い
ま
す
。

　

増
便
に
つ
い
て
は
穂
積
駅
で

の
利
用
が
可
能
と
な
り
、
利
用

者
増
に
つ
な
が
れ
ば
増
便
さ
れ

る
よ
う
バ
ス
事
業
者
に
働
き
か

け
ま
す
。

今
年
10
月
か
ら
来
年
の
３

月
ま
で
に
更
地
と
な
る
旧

長
谷
川
団
地
跡
地
利
用
と
し
て
、

将
来
の
庁
舎
用
地
に
ま
ず
、
公

園
な
ど
と
し
て
土
地
を
確
保
し

て
は
ど
う
か
。
中
学
校
の
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
を
作
っ
て
欲
し
い
。

答　
副
町
長

　

県
営
団
地
の
解
体
後
の
跡
地

は
約
３
万
７
千
㎡
（
１
万
１
２

０
０
坪
）
と
広
大
な
こ
と
、
北

町
の
防
災
無
線
が
聞
き
取

り
に
く
い
。
全
域
聞
こ
え

る
よ
う
に
調
査
し
改
善
で
き
な

い
か
。総

務
課
長

　

昨
今
の
住
宅
事
情
や
住
宅
構

造
の
変
化
に
よ
り
、
新
た
な
難

聴
地
域
の
出
現
や
、
防
音
効
果

の
高
い
住
宅
家
屋
内
で
の
難
聴

事
例
が
あ
り
ま
す
が
、
継
続
的

に
難
聴
地
域
の
調
査
を
実
施
し
、

可
能
な
限
り
難
聴
地
域
の
解
消

に
努
め
る
と
と
も
に
、
効
果
的

な
情
報
伝
達
手
段
に
つ
い
て
研

究
に
努
め
ま
す
。

町
は
、
年
１
回
エ
リ
ア
毎

に
防
災
訓
練
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
工
夫
を
凝
ら
し
た
訓

練
内
容
へ
の
見
直
し
は
さ
れ
る
か
。

答

答

問

問

東
日
本
大
震
災
を
う
け
て

防
災
訓
練
な
ど
の
見
直
し
を

問

問

問 問

日比玲子議員

旧県営長谷川団地
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方
町
の
中
心
に
位
置
す
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
県
は
地
元
で
あ
る

北
方
町
の
意
向
を
十
分
踏
ま
え

た
上
で
検
討
し
て
い
く
と
そ
の

旨
を
聞
い
て
い
ま
す
。

　

県
と
協
議
の
前
に
、
現
在
、

議
員
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
将
来

の
庁
舎
移
転
や
公
園
・
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
な
ど
の
事
業
も
含
め
、

補
助
制
度
や
財
政
状
況
な
ど
も

考
慮
し
た
事
業
計
画
、
そ
れ
に

伴
っ
て
買
い
取
る
面
積
等
を
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

臨
時
職
員
の
必
要
性
と
賃

金
な
ど
人
件
費
の
見
直
し

の
考
え
は
。
施
設
管
理
と
し
て

の
職
員
の
配
置
は
如
何
な
も
の

か
。
嘱
託
員
で
な
く
て
も
パ
ー

ト
職
員
で
と
考
え
る
が
。

総
務
課
長

　

国
の
行
政
改
革
推
進
に
よ
る

職
員
数
削
減
の
一
方
、
国
や
県

か
ら
の
権
限
移
譲
で
地
方
公
共

団
体
の
役
割
や
責
任
・
事
務
量

が
増
加
す
る
中
、
正
職
員
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
役
割
と
し
て
臨
時

職
員
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま

す
。
で
き
る
限
り
適
正
な
配
置

に
努
め
、
賃
金
に
お
い
て
も
周

辺
市
町
の
状
況
を
考
慮
し
単
価

を
決
定
し
ま
す
。

　

施
設
管
理
職
員
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
重
要
な
役
割
が
あ

り
、
必
要
な
職
員
配
置
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
嘱
託
員
に

つ
い
て
は
、
真
に
必
要
な
職
務

に
限
定
し
削
減
に
努
め
て
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
配
置
の
中
で
見
直
し

が
必
要
な
職
に
つ
い
て
は
、
見

直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

今
日
ま
で
特
別
職
・
議
員

報
酬
等
に
つ
い
て
、
報
酬

審
議
会
で
の
審
議
が
行
わ
れ
て

い
な
い
理
由
は
。

総
務
課
長

　

議
員
報
酬
の
額
、町
長
・
副
町

長
の
給
料
の
額
に
関
す
る
条
例

を
議
会
に
提
出
す
る
場
合
に
あ

ら
か
じ
め
審
議
会
に
意
見
を
聞

く
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
議
員
も
特
別
職
も
現

在
の
経
済
状
況
等
を
勘
案
し
ま

す
と
概
ね
適
正
で
あ
る
と
考
え

開
催
し
て
い
ま
せ
ん
が
、社
会
状

況
変
化
に
よ
り
、必
要
で
あ
れ
ば

見
直
し
を
視
野
に
入
れ
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

物
品
等
の
購
入
は
許
可
制

か
、
不
良
品
チ
ェ
ッ
ク
の

方
法
は
。
ま
た
、
公
用
車
保
有

台
数
と
諸
経
費
は
如
何
程
か
。

答　
総
務
課
長

　

物
品
購
入
の
手
続
き
は
、
ま

ず
担
当
課
に
て
購
入
伺
い
の
決

裁
後
、
契
約
係
に
て
調
査
検
討

し
業
者
の
選
定
を
実
施
し
購
入

し
ま
す
。

　

不
良
品
に
つ
い
て
は
、判
明
後

速
や
か
に
可
能
な
対
応
を
取
り
、

適
正
な
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

公
用
車
は
現
在
34
台
で
、車
検

代
等
の
諸
経
費
は
、平
成
22
年
度

決
算
で
２
７
０
万
円
程
で
す
。

各
施
設
の
耐
震
改
修
は
さ

れ
た
が
、そ
の
他
の
改
修
・

修
繕
等
、
点
検
を
合
わ
せ
た
年

次
計
画
の
も
と
で
実
施
さ
れ
て

い
る
か
。

答　
総
務
課
長

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
可
能

な
限
り
軽
度
の
傷
み
の
う
ち
に

修
繕
が
行
え
る
よ
う
に
普
段
か

ら
施
設
の
点
検
に
心
が
け
て
い

ま
す
。

　

改
修
に
つ
い
て
も
、
特
別
の

事
情
が
発
生
し
な
い
限
り
予
算

査
定
の
中
で
優
先
順
位
を
つ
け
、

交
付
金
等
も
活
用
し
な
が
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。

法
的
義
務
的
経
費
で
あ
る

扶
助
費
が
毎
年
増
加
し
て

い
る
要
因
と
給
付
者
へ
の
支
給

は
適
正
か
。
今
後
、
町
独
自
の

政
策
立
案
は
あ
る
か
。

答　
福
祉
健
康
課
長

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

子
育
て
支
援
や
高
齢
者
の
介
護

に
係
る
経
費
の
増
、
障
が
い
者

の
方
や
福
祉
医
療
に
係
る
対
象

者
及
び
医
療
件
数
の
増
、
高
度

医
療
の
進
歩
に
係
る
医
療
費
の

増
等
が
要
因
と
考
え
ま
す
。
特

に
大
き
く
増
加
し
た
要
因
は
、

国
の
子
ど
も
手
当
の
創
設
で
す
。

　

各
種
の
給
付
事
業
に
つ
い
て

は
、
所
得
要
件
や
受
給
資
格
等

の
審
査
及
び
手
続
に
十
分
注
意

を
払
っ
て
い
ま
す
。

　

町
独
自
の
政
策
は
、
寝
た
き

り
老
人
等
へ
の
介
護
慰
労
金
、

介
護
用
品
の
購
入
助
成
事
業
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
規
の

施
策
や
事
業
に
つ
い
て
は
、
必

要
に
応
じ
検
討
し
、
実
施
に
あ

た
っ
て
は
議
会
に
も
協
議
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

他
市
町
が
実
施
し
て
い
る

か
ら
わ
が
町
も
と
い
う
発

想
は
い
か
が
な
も
の
か
、
中
学

生
ま
で
通
院
医
療
費
の
無
料
化

の
財
源
見
通
し
は
。

答 

町
長

　

義
務
教
育
終
了
ま
で
医

療
費
を
無
料
化
す
る
と
、
約

４
５
９
６
万
円
プ
ラ
ス
国
保
へ

の
影
響
額
約
８
２
７
万
円
で
約

５
４
２
３
万
円
（
平
成
21
年
度

決
算
を
も
と
に
試
算
）
が
毎
年

必
要
と
な
り
ま
す
。
金
額
に
こ

だ
わ
っ
て
無
料
化
に
踏
み
切
ら

問

問

問

答

問 答

問

田中五郎議員

問

経常経費の
削減は可能か
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諸
事
情
を
勘
案
し
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

旧
美
濃
北
方
駅
は
岐
北
軽

便
鉄
道
発
祥
地
で
あ
り
鉄

道
文
化
継
承
の
意
味
か
ら
、
大

正
３
年
３
月
開
業
当
初
の
駅
舎

を
保
存
す
る
考
え
は
。

答 

町
長

　

駅
舎
の
保
存
に
つ
い
て
も
、

今
後
の
財
政
状
況
な
ど
を
勘
案

し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

地
区
の
災
害
時
の
避
難
場

所
と
し
て
揖
斐
線
廃
線
跡

地
・
旧
美
濃
北
方
駅
周
辺
整
備
の

考
え
を
聞
く
。

答 

町
長

　

駅
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
も
、

今
後
の
財
政
状
況
な
ど
を
勘
案

し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問2

大
規
模
災
害
時
の
地
域

住
民
の
避
難
所
と
な
る

学
校
施
設
は
防
災
機
能
が
不
十

分
で
、
東
日
本
大
震
災
で
も
使

用
に
際
し
て
不
便
や
不
具
合
が

生
じ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
当

町
の
学
校
施
設
等
の
点
検
と
防

災
機
能
の
向
上
の
取
り
組
み
の

考
え
は
。

答 

教
育
長

　

岐
阜
県
で
は
９
月
30
日
に「
公

立
学
校
施
設
整
備
費
国
庫
負
担

事
業
」
の
説
明
会
が
あ
り
、
内

容
の
一
つ
に
「
学
校
の
避
難
所

と
し
て
の
機
能
の
向
上
」
に
係

る
説
明
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

職
員
を
派
遣
し
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

昭
和
54
年
３
月
設
立
の
給

食
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
等

に
と
も
な
い
、
新
設
の
考
え
は
。

耐
震
性
、
働
く
環
境
、
安
心
安

全
な
給
食
提
供
等
含
む
改
善
等

を
聞
く
。

問3

旧美濃北方駅

な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

基
本
的
に
医
療
費
を
公
費
負
担

す
る
こ
と
は
政
策
に
な
じ
ま
な

い
と
考
え
ま
す
。

団
体
の
研
修
費
補
助
金
は

削
減
さ
れ
た
が
、
今
後
も

補
助
金
の
見
直
し
、
削
減
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
る
の
か
。

答 

総
務
課
長

　

こ
れ
ま
で
も
行
政
改
革
大
綱

に
沿
っ
て
見
直
し
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
今
後
も
常
に
点
検
と

見
直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

平
成
23
年
度
末
の
借
金
と

基
金
の
額
は
、
今
後
の
財

政
見
通
し
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答 

総
務
課
長

　

平
成
23
年
度
末
の
地
方
債

の
残
高
は
約
57
億
４
７
０
０
万

円
、
ま
た
、
基
金
残
高
は
32

億
４
５
０
０
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
は
、
財
政
調
整
基

金
を
取
り
崩
す
こ
と
な
く
積
立

を
行
い
順
調
に
増
え
て
お
り
、

厳
し
い
な
が
ら
も
健
全
な
財
政

状
況
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

旧
美
濃
北
方
駅
地
下
道
の

利
用
が
み
ら
れ
な
い
現
況

の
中
、
防
犯
上
廃
止
し
て
は
。

答 

町
長

　

今
年
７
月
に
、
防
犯
上
か
ら

地
下
道
の
廃
止
と
廃
線
跡
地
に

歩
行
者
及
び
自
転
車
専
用
道
路

を
設
け
て
欲
し
い
旨
、
加
茂
町

自
治
会
か
ら
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。

　
「
旧
名
鉄
美
濃
北
方
駅
舎
並

び
に
敷
地
の
使
用
及
び
借
地
に

つ
い
て
」
名
鉄
と
協
議
し
、
将

来
は
そ
の
土
地
の
買
い
取
り
が

条
件
で
使
用
及
び
借
地
に
つ
い

て
の
了
解
が
得
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
の
財
政
状
況
な
ど

問問

問

安藤浩孝議員

福井裕子議員

公立学校施設の
防災機能の向上を

問

問1 旧
美
濃
北
方
駅

周
辺
の
整
備
と
駅
舎
を

保
存
す
る
考
え
は
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答 
教
育
長

　

現
在
の
給
食
調
理
場
は
築
32

年
が
経
過
し
て
お
り
、
施
設
・

設
備
の
老
朽
化
も
目
立
ち
耐
震

性
に
つ
い
て
は
、
昭
和
56
年
施
行

の
新
耐
震
設
計
基
準
を
み
た
し

て
い
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
第

六
次
総
合
計
画
で
は
「
北
方
町

給
食
調
理
場
施
設
設
備
改
修
事

業
」
を
あ
げ
、
最
新
の
ド
ラ
イ

方
式
に
よ
る
調
理
場
へ
の
改
修
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

働
く
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、

調
理
場
内
へ
の
ス
ポ
ッ
ト
エ
ア
コ

ン
の
配
備
、
休
憩
室
の
畳
の
取
り

替
え
等
を
行
う
な
ど
環
境
改
善

に
努
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、

職
員
が
気
持
ち
よ
く
職
務
に
精

励
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
の
無
償
化

は
県
下
で
は
ほ
ぼ
定
着
化

し
て
き
て
い
る
中
、
北
方
町
の

み
が
実
施
し
な
い
の
は
「
な
ぜ

実
施
し
な
い
の
か
」「
な
ぜ
実

施
で
き
な
い
の
か
」
を
町
民
に

説
明
し
理
解
を
う
る
事
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

答 

町
長

　

住
民
対
話
集
会
・
政
策
審
議

会
と
い
う
方
法
や
保
育
所
保
護

者
会
代
表
者
と
の
懇
談
会
の
折

な
ど
機
会
あ
る
毎
に
医
療
費
に

対
す
る
考
え
方
を
説
明
し
て
き

ま
し
た
が
、
基
本
的
な
問
題
と

し
て
、
真
の
意
義
・
理
論
的
根

拠
な
ど
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。
要
求
す
る
だ

け
で
な
く
、
理
解
し
よ
う
と
す

る
姿
勢
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

議
会
基
本
条
例
で
は
「
町

民
の
意
思
を
的
確
に
町
政

に
反
映
す
る
」
を
最
も
基
本
的

考
え
方
と
し
て
も
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
町
長
が
進
め
る
草
の
根

民
主
主
義
と
目
的
は
同
じ
だ
と

思
っ
て
い
る
。
導
入
す
る
の
に

必
要
な
経
費
、
町
の
財
政
状
況
、

町
長
の
考
え
方
等
を
町
民
に
示

し
、
町
民
の
意
思
を
探
っ
た
上

で
の
取
り
扱
い
方
法
を
決
め
る

こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答 

町
長

　

行
政
の
中
心
は
、
住
民
の
要

求
を
出
発
点
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
し
か
し
、
要
求

は
行
政
の
出
発
点
と
素
材
で
は

あ
っ
て
も
政
策
そ
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
ど
う
い

う
形
で
、
全
体
と
し
て
整
合
性

の
あ
る
合
理
的
な
政
策
体
系
に

つ
く
り
か
え
る
か
が
議
会
と
私

た
ち
の
仕
事
で
す
。

　

必
要
な
負
担
は
、町
民
に
は
っ

き
り
と
求
め
、
決
し
て
ポ
ピ
ュ

リ
ズ
ム
（
大
衆
迎
合
主
義
）
に

陥
る
こ
と
な
く
責
任
あ
る
政
策

を
確
立
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
ま
す
。

「
実
施
す
る
」「
実
施
し

な
い
」
の
二
者
選
択
の
考

え
で
な
く
、
多
治
見
市
が
小
学

校
３
年
ま
で
、
各
務
原
市
が
小

学
校
６
年
ま
で
と
し
て
い
る
よ

う
に
選
択
肢
を
多
く
し
た
解
決

方
法
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答 

町
長

　

基
本
的
な
問
題
と
し
て
、
①

日
頃
か
ら
健
康
を
保
て
る
環
境

を
地
域
に
育
て
る
こ
と
が
保
健

と
医
療
の
基
本
。
②
な
ん
で
も

タ
ダ
に
す
る
考
え
方
は
正
し
く

な
い
。
③
国
民
皆
保
険
制
度
で

あ
り
、
自
己
負
担
は
３
割
で
す
。

現
在
高
額
自
己
負
担
と
な
る
入

院
医
療
費
に
つ
い
て
は
無
料
化

し
て
い
る
。
④
自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
る
こ
と
が
基
本
。
⑤

住
民
要
求
そ
の
も
の
が
政
策
と

な
ら
な
い
。
⑥
財
政
の
問
題
。

な
ど
を
考
え
る
と
、
医
療
費
無

料
化
は
行
政
が
担
う
分
野
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
設
置
に

伴
い
発
生
す
る
騒
音
や
排

ガ
ス
対
策
と
し
て
、
ガ
ラ
ス
戸

の
サ
ッ
シ
化
や
移
転
を
自
費
で

行
っ
て
い
る
人
や
、
そ
れ
ら
の

対
策
を
と
れ
ず
今
な
お
苦
し
ん

で
い
る
人
も
い
る
。
行
政
の
対

応
の
考
え
を
聞
く
。

答 

町
長

　

近
隣
住
民
の
方
々
か
ら
の
要

望
集
約
の
上
、
現
在
の
状
態
で

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
設
置
に
至
り

ま
し
た
。

　

バ
ス
会
社
に
も
、
発
進
す
る

と
き
に
は
エ
ン
ジ
ン
を
ふ
か
さ

な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
ク
ラ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
鳴
ら
さ
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
事
案
等
お
聞
き
し

て
、
ご
理
解
い
た
だ
く
努
力
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

乳
幼
児
医
療
費
無
償
化
を

な
ぜ
実
施
し
て
い
な
い
の
か

廣瀬和良議員

問1

問2

問3

給食調理場

北方バスターミナル
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決意新たに
　任期満了に伴う北方町議会議員選挙が９月18日に行われ、10名が選出されました。

立
川
良
一

戸
部
哲
哉

室
戸
英
夫
町
長

安
藤
浩
孝

鈴
木
浩
之

安
藤
哲
雄

杉
本
真
由
美

日
比
玲
子

安
藤　

巖

伊
藤
経
雄

井
野
勝
己






